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音 楽 科 学 習 指 導 案 

 

日  時  令和〇年〇月〇日（〇） 

 第４校時 11:35～12:20 

対  象 第４学年１組 34 名 

 小学校 

授業者 教諭 

会 場 音楽室 

 

 

１ 題材名 いろいろな音のひびきを感じ取ろう 

 

２ 題材の目標 

 (1) 音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴について、それらが生み出すよさや面白さなどと関わら

せて気付くとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、音楽の縦と横との関係を用い

て、音楽をつくる技能を身に付ける。 

 (2) 音色、音の重なり、音楽の縦と横との関係を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、

美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、音を音楽へ

と構成することを通して、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意

図をもつ。 

(3) 打楽器の音色を生かしたつなげ方や重ね方のよさや面白さに興味・関心をもち、音楽活動を楽し

みながら主体的・協働的に音楽づくりの学習活動に取り組む。 

 

３ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①知 音やフレーズのつなげ方

や重ね方の特徴について、それ

らが生み出すよさや面白さな

どと関わらせて気付いている。 

②技 思いや意図に合った表現

をするために必要な、音楽の縦

と横との関係を用いて、音楽を

つくる技能を身に付けて音楽

をつくっている。 

思① 音色、音の重なり、音楽の

縦と横との関係を聴き取り、

それらの働きが生み出すよさ

や面白さ、美しさを感じ取り

ながら、聴き取ったことと感

じ取ったこととの関わりにつ

いて考え、音を音楽へと構成

することを通して、どのよう

に全体のまとまりを意識した

音楽をつくるかについて思い

や意図をもっている。 

態① 打楽器の音色を生かした

つなげ方や重ね方のよさや面

白さに興味・関心をもち、音楽

活動を楽しみながら主体的・協

働的に音楽づくりの学習活動

に取り組もうとしている。 

 

 

４ 指導観   

(1) 題材観 

   本題材は、小学校学習指導要領（平成 29年告示）第２章第６節 
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音楽〔第３学年及び第４学年〕２内容 Ａ表現 

(3) 音楽づくりの活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 音楽づくりについての知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)及び(ｲ)をできるよ

うにすること。 

(ｲ) 音を音楽へと構成することを通して、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつくるか

について思いや意図をもつこと。 

イ  次の(ｱ)及び(ｲ)について、それらが生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解すること。 

 (ｲ) 音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴 

ウ 発想を生かした表現や、思いや意図に合った表現をするために必要な次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を

身に付けること。 

(ｲ) 音楽の仕組みを用いて、音楽をつくる技能 

を受けて設定した。 

〔共通事項〕(1)アとの関連を図るに当たり、「第３指導計画の作成と内容の取扱い」２(8)に示さ

れた「音楽を形づくっている要素」のうち、次の要素を関連付けて指導する。 

  ア 音楽を特徴付けている要素 「音色」、「音の重なり」 

  イ 音楽の仕組み       「音楽の縦と横との関係」 

本題材では、図形のカードを楽譜に見立てて楽器の鳴らし方を工夫したり、カードを組み合わせ

て「始め」、「中」、「終わり」というまとまりのある音楽に構成したりすることを通して、楽器の音

色や音の特徴を生かした拍節的な音楽をつくる学習を行う。第１時では、図形のカードを楽譜に見

立てて即興的に音で表す活動を３人一組（一つのグループのみ４人一組）で行う。第２時では、打

楽器の音の組み合わせや音のつなげ方、重ね方を工夫して、図形のカードを並べて「中」の部分の

音楽をつくる。第３時では「始め」、「中」、「終わり」の音楽の構成を意識して、まとまりのある音

楽として完成させ、それを発表し合い、互いの表現のよさを認め合う活動を行う。 

本題材における音色については、打楽器の材質や形状の違いによって生み出される音の特徴に気

付くようにする。音の重なりについては、異なる音色の楽器が同時に鳴ることで生まれる響きのよ

さや面白さに気付くようにする。音楽の縦と横との関係については、本題材においては楽器の音の

重ね方によって生まれる響きと、音色や強弱を工夫して演奏する図形のカードのつなげ方との関係

を指す。縦に積み重なる響きと、時間で進んでいく横の流れによって音楽ができていることに気付

いて音楽をつくることができるようにする。                              

(2) 児童観 

   第４学年の児童は第３学年の時から担当している。音楽の学習に意欲的に取り組む児童が多い。

令和３年 12 月に第４学年１組（34 名）を対象に行ったアンケートでは以下のような結果が得られ

た。 

 
器楽が好きな児童が最も多かった理由としては、今年度 11月に校内音楽会があり、合奏曲に２曲

取り組んだことで大きな達成感を得られたことが考えられる。音楽づくりの学習でも、スモールス

テップで授業を展開した上で、ゴールのイメージを明確にすることや、児童の作品を教師が価値付

16

19

29

22

0 5 10 15 20 25 30 35

鑑賞

音楽づくり

器楽

歌唱

好き

（人） 

好きな活動は 

何ですか。 

（複数回答） 



3 

 

けることを通して達成感をもたせられるよう指導を工夫したい。 

   これまでの音楽づくりの学習としては、第３学年の題材「いろいろな音のひびきをかんじとろう」

で、打楽器の音色を生かした鳴らし方を工夫し、それを図形楽譜として記録する学習を行った。緊

急事態宣言の影響でグループ活動ができず、個人での活動となった。また、「ちいきにつたわる音楽

でつながろう」では、ラドレの三つの音を用いて、４分の４拍子、２小節の旋律をつくる学習を行

った。楽器は鉄琴や木琴を使用した。どちらの題材も個人での学習であったため、グループでの音

楽づくりをするのは今回の学習が初めてとなる。個人の思いや意図をもたせるとともに、グループ

でどんな音楽をつくりたいかを十分に話し合わせるようにしたい。そのために、第１時からグルー

プ活動を行うこととし、グループでの学習の経験を少しずつ積ませるようにする。また、音楽の仕

組みを用いて音楽づくりをするのも初めてとなる。そのため、第１時に３人一組（４人一組）で図

形のカードを楽譜に見立てて楽器の鳴らし方を工夫する学習をする際に、反復や変化、「呼びかけと

こたえ」などの音楽の仕組みについても既習事項を基に触れるようにする。この活動を通して、次

時以降の音楽づくりに音楽の仕組みを生かせるようにしたい。 

 (3) 教材観 

ア 音楽づくり教材「打楽器の音楽」（教育芸術社 小学生の音楽４ P.48） 

図形のカードを楽譜に見立てて音で表したり、カードを組み合わせて「始め」、「中」、「終わり」

というまとまりのある音楽に構成したりすることを通して、楽器の音色や音の特徴を生かした拍節

的な音楽をつくるための教材である。図形のカードは１枚を４拍として次のように演奏する。 

 

 

図形カードに示された強弱に合わせて様々な音の出し方を工夫するとともに、木、金属、皮など

材質の異なる打楽器を扱うことで、音の長短や高低などの音の特徴の違いや音色の違いに気付くこ

とができるようにする。また、「始め」と「終わり」は三人で１枚のカードを選び、「中」では自由

にカードを組み合わせてつくるというルールを設定することで、「中」の部分において、楽器の音の

重ね方によって生まれる響きと、図形のカードのつなげ方によって音楽の縦と横との関係を用いた

音楽がつくれるようにする。なお、木の楽器としてウッドブロック、クラベス、カスタネット、金

属の楽器としてトライアングル、すず、シンバル、皮の楽器としてタンブリン、フレームドラム、

ジャンベを選択できるようにする。 

 

５ 年間指導計画における位置付け 

第３学年では、「いろいろな音のひびきをかんじとろう」の題材で、打楽器の音色や音の特徴を生か

した鳴らし方を工夫する学習を行った。本題材では、そこで学習したことを生かして、打楽器の音色

や音の特徴を生かしながら音を音楽へと構成することをねらいとしている。関連する題材は下記の表

のとおりである。 

第３学年 ３学期 第４学年 ３学期 第５学年 １学期 

〇いろいろな音のひびきをかんじ

とろう（９時間） 

〔主な教材〕 

「パフ」（芙龍明子日本語訳詞／

ピーター・ヤーロウ、レナード・ 

リプトン作曲／浦田健次郎編曲） 

「まほうの音楽」 

〇いろいろな音のひびき

を感じ取ろう(本題材・

４時間) 

〔主な教材〕 

「打楽器の音楽」 

〇いろいろな音色を感じ取ろう（８

時間） 

〔主な教材〕 

「リボンのおどり」（芙龍明子日

本語訳詞／メキシコ民謡／原由

多加編曲） 

「打楽器でリズムアンサンブル」 

 

㋒  

 
 

 

㋓  

 

 

 

㋐     

      
 

 

㋑     
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楽器の音色や音の特徴の違いに

気付き、演奏したり音楽をつくっ

たりする。 

 打楽器の音色や音の特

徴の違いに気付き、鳴らし

方や音の重ね方、つなげ方

を工夫して音楽をつくる。 

 楽器の音色や音の特徴の違いを

理解し、音楽の仕組みを生かして演

奏したり音楽をつくったりする。 

 

６ 題材の指導計画と評価計画（３時間扱い） 

時 ◎ねらい 〇学習内容 ・学習活動 知・技 思 態 

第

１

時 

◎音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴について、それらが生み出すよさや面白さなどと関わ

らせて気付く。 

○図形のカードを楽譜に見立てて即興的に手拍子で表現する。 

・○○（大きい円が二つ）というカードを見て、どのように演奏するとよいか

考え、手拍子で打つ。 

・〇〇（小さい円が二つ）というカードを見て、どのように演奏するとよいか考

え、手拍子で打つ。 

・カード㋐〇〇○○とカード㋑○○〇〇を見て、どのように演奏するとよいか考

え、手拍子で打つ。 

   （例）㋐弱い、弱い、強い、強い ㋑強い、強い、弱い、弱い 

・カード㋒◁とカード㋓▷を見て、どのように演奏するとよいか考え、

手拍子で打つ。 

   （例）㋒弱い音から連続した手拍子でだんだん強く 

      ㋓強い音から連続した手拍子でだんだん弱く 

      ㋓一回の手拍子で音が減衰するように表す 

○図形のカードを楽譜に見立てて即興的に打楽器で表現する。 

・第３学年の時に行った「いろいろな音のひびきをかんじとろう」の題材を振

り返り、打楽器の材質による音色や音の特徴の違いを確認する。 

・材質ごとに分けて置いてある楽器コーナーで打楽器を鳴らして音色や音の特

徴をつかみ、自分の使いたい楽器を選ぶ。 

・教師がカード㋐～㋓を各自に配り、児童は３人一組（４人一組）になって打

楽器の音色や音の特徴を生かした鳴らし方を工夫しながら、一人１枚ずつカ

ードを選び、つなげて演奏する。 

   （例）すずで〇〇○○→ウッドブロックで〇〇○○→ジャンベで▷ 

・幾つかのグループが、つなげたカードを工夫した鳴らし方で演奏し、発表す

る。 

・木だけ、金属だけ、皮だけの組合せで集まっているグループを取り上げて、

響きに注目して聴き合う。 

・つなげ方によって、どんな感じがするか確かめる。 

（例）「木の楽器だけで演奏するとまとまりがある感じがしました。」 

      「㋐の次に㋑が来るとお話ししているような感じがしました。」 

〇次時の見通しをもつ。 

・次の時間はグループで打楽器の音を組み合わせて音楽をつくることを知る。 

・気付いたことや分かったことについて振り返りをワークシートに書く。 

   

①
知
観
察
・
演
奏
聴
取
・
発
言
・
記
述 
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第

２

時 

 

本

時 

◎音色、音の重なり、音楽の縦と横との関係を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、

美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、音を音

楽へと構成することを通して、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつくるかについて

思いや意図をもつ。 

○打楽器の音の組合せや重ね方、つなげ方を工夫して音楽をつくる方法を知

る。 

・カード㋐～㋓を使って「始め」、「中」、「終わり」の三つの部分からなる音楽

をつくることを知る。 

・音楽をつくるルールを確認し、全体で「中」の部分をつくってみる。 

＜ルール＞ 

①「始め」と「終わり」の部分は三人が同じカードを１枚選び、一緒に演

奏する。 

②「中」の部分は４種類のカードを自由に組み合わせてつくる。 

③㋐～㋓の４種類のカードのうち３種類以上を使う。 

④１枚のカードは４拍とする。 

 

【予想される作品の例】 

 （始め） 

 

 

（中） 

◁  ▷ 

 ◁  ▷ 

 ◁ ▷ 

（終わり） 

 

 

クラベス 

ジャンベ 

すず 

・全体でつくった音楽を異なる材質の楽器を使って代表の児童が演奏する。 

・打楽器の音の組合せの違いによる響きを感じ取るために、木の楽器同士、金

属の楽器同士、皮の楽器同士で、全体でつくった音楽を演奏してみる。 

・全体でつくった音楽の楽譜を見ながら、音楽の縦と横との関係について知る。 

・３人一組のグループに分かれ（一グループのみ４人一組）、どんな楽器を使う

か試して決める。 

・ミニホワイトボード上でマグネット式のカード㋐～㋓を操作しながら、楽器

の組合せや重ね方、つなげ方を工夫して「中」の部分をつくる。 

・工夫したことを３人（４人）で１枚のミニホワイトボードに書き込む。 

【予想される児童の工夫の例】 

・木の楽器だけを使って響きにまとまりを出しました。 

 ・いろいろな材質の楽器を使って、音色に違いが出るようにしました。 

・㋒のカードを繰り返すようにつなげ、その後に三人一緒に㋓のカード

を演奏して、盛り上がった後に落ち着くようにしました。 

・カスタネットで㋐のカードを演奏した後にタンブリンで㋑のカードを

演奏して、お話ししているみたいになるようにしました。 

・いくつかのグループがつくった音楽を全体で発表し聴き合う。 

・聴き合ってみていいなと思った楽器の組合せや重ね方、つなげ方を取り入れ

ながら「中」の部分を完成させる。 

・気付いたことや分かったことについて振り返りをワークシートに書く。 

   

思
①
観
察
・
演
奏
聴
取
・
発
言
・
記
述 
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第

３

時   

   

◎思いや意図に合った表現をするために必要な、音楽の縦と横との関係を用いて、音楽をつくる

技能を身に付けて音楽をつくる。 

○「始め」、「中」、「終わり」の音楽の構成を意識して、まとまりのある音楽を

つくる。 

・「始め」と「終わり」の部分をつくって音楽を完成させることを知る。 

・＜ルール＞の①の空欄部分は「３人が同じカードを１枚選び、一緒に演奏す

る。」であることを知る。 

・一グループの作品の「中」の部分を例に挙げ、「始め」と「終わり」の部分を

全体でつくる。 

【予想される作品の例】 

 （始め） 

 

◁ 

 

（中） 

〇〇○○  〇〇○○  

  ○○〇〇 

○○〇〇 

（終わり） 

 

▷ 

すず 

トライアングル 

シンバル 

・「中」の部分をつくったグループの児童が演奏する。 

・グループに分かれ、「中」の部分を確認する。 

・ミニホワイトボード上でマグネット式のカード㋐～㋓を操作しながら、始め

方や終わり方を工夫して音楽をつくる。 

・工夫したことをミニホワイトボードに書き込む。 

【予想される児童の工夫の例】 

・㋒のカードで盛り上がるように始めて、㋓のカードで落ち着いて終わる

ようにしました。 

・㋑のカードで強い音から弱い音になるところから始めて、「中」の部分の

㋒のカードの弱い音につながるようにしました。 

・盛り上がった感じで終わりたかったので㋐のカードを「終わり」の部分

に選びました。 

○グループごとにつくった音楽を発表し聴き合う。 

・楽譜を拡大してホワイトボードに映し出し、工夫した点を発表する。 

・つくった音楽を演奏する。 

・聴取側はいいなと思ったことを発表する。 

・気付いたことや分かったことについて振り返りをワークシートに書く。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②
技
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察
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７ 指導に当たって 

 ◆第２期班テーマ  ねらいを明確にした授業づくり～対話的な学びの充実を通して～  

ねらいを明確にするということは、本題材で身に付けさせたい力を明確にするということである。

これを対話的な学びの充実を通して行うためには、児童の実態に合わせた指導計画を立てたり、グル

ープ活動の場の設定をしたりする必要がある。そこで、本題材では以下の視点から指導を工夫する。 

(1) 授業展開の視点から 

ア スモールステップでの授業展開 

  本題材では、題材を通して図形のカードを楽譜に見立てて表現する活動を行う。第１時では、

まず図形のカードをどのように楽譜に見立てるかということから学習を始める。始めは手拍子で

行うことで、その後の楽器を使った活動にスムーズに取り組めるようにする。楽器を使った活動

では３人一組（４人一組）となって、図形のカードに示された図形の大きさに合わせて打楽器の

鳴らし方を工夫するとともに、カードをいろいろな順番でつなげて演奏してみる活動を行う。第

２時で音の組合せを工夫したり音楽の仕組みを生かしたりして音楽づくりをするために、楽器の

音の組合せによる響きの違いを比較して聴き合ったり、反復や変化、「呼びかけとこたえ」を用い

て表現している例を紹介したりする。この経験を生かして第２時では、図形のカードを重ねたり

つなげたりして「始め」、「中」、「終わり」のうちの「中」の部分をつくる。三つの部分からなる

音楽をつくることは伝えるが、「始め」と「終わり」の部分の具体的なつくり方については第３時

に伝えるようにし、第２時では「中」の部分をつくることに集中できるようにする。そして第３

時では、音楽のまとまりを意識して「始め」と「終わり」をつくり、音楽を完成させるようにす

る。このようにスモールステップで授業を展開することで児童が達成感を得ながら学習に取り組

めるようにする。 

イ 視覚的な教材を活用した学習活動 

  本題材で使用する図形のカードはマグネット式にし、ワークシートを貼ったミニホワイトボー

ドの上で操作できるようにする。音を出して試行錯誤しながらカードを操作することで、今思考

していることが目で見えるようにする。また、操作して決めたことがそのまま楽譜となるので、

記録しておくことが容易にできる。 

  また、いろいろな音のつなげ方や重ね方について視覚的にわかりやすいように図で表したカー

ドを音楽室内に掲示し、これを参考にして児童がいろいろな音の重ね方やつなげ方を試すことが

できるようにする。 

(2) 対話的な学びの充実の視点から 

題材を通して、３人一組のグループ（一グループのみ４人一組）で学習を行う。第１時では、図

形のカードに示された図形の大きさに合わせて打楽器の鳴らし方を工夫しながら、カードのつなげ

方を３人（４人）で試しながら演奏する学習を行う。第２時と第３時では、打楽器の音の特徴を考

えて音の組合せを考えたり、音楽の仕組みを生かして重ね方やつなげ方を工夫したりする活動を行

う。これらの活動を通して対話的な学びの充実を図る。グルーピングは教師が行う。 

 

８ 本時（３時間中の第２時） 

(1) 本時の目標 

音色、音の重なり、音楽の縦と横との関係を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美

しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、音を音楽へと

構成することを通して、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図

をもつ。 
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(2) 本時の展開 

時

間 
○学習内容 ・学習活動 ・指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

導 

入 

10 

分 

○打楽器の音の組合せや重ね方、つ

なげ方を工夫して音楽をつくる

方法を知る。 

・カード㋐～㋓を使って「始め」、

「中」、「終わり」の三つの部分か

らなる音楽をつくることを知る。 

・音楽をつくるルールを確認し、全

体で「中」の部分をつくってみる。 

＜ルール＞ 

①「始め」と「終わり」の部分は

三人が同じカードを１枚選び、

一緒に演奏する。 

②「中」の部分は４種類のカード

を自由に組み合わせてつくる。 

③㋐～㋓の４種類のカードのう

ち３種類以上を使う。 

④１枚のカードは４拍とする。 

 

 

 

 

 

 

 

・全体でつくった音楽を、異なる材

質の楽器を使って代表の児童が

演奏する。 

・打楽器の音の組合せの違いによる

響きを感じ取るために、木の楽器

同士、金属の楽器同士、皮の楽器

同士で、全体でつくった音楽を演

奏してみる。 

 

 

・全体でつくった音楽の楽譜を見な

がら、音楽の縦と横との関係につ

いて知る。 

 

 

 

 

 

 

・ルールに則って全体で例とし

て音楽をつくってみること

で、学習の見通しをもたせる

ようにする。 

 

 

 

 

 

・３人（４人）で演奏しやすい

ように１枚のカードを４拍と

する。 

 

 

 

 

 

 

・教師が意図的に指名するよう

にする。 

 

・他にも、大きさの違うフレー

ムドラムで演奏した場合など

も試して児童に聴かせるよう

にする。 

・大きさの違うフレームドラム

を使う場合以外は同じ楽器は

使わないように伝える。 

・音が重なったりつながったり

して音楽が進んでいくことを

押さえる。 

【予想される作品の例】 

 （始め） 

 

 

（中） 

◁  ▷ 

 ◁  ▷ 

 ◁ ▷ 

（終わり） 

 

 

クラベス 

ジャンベ 

すず 
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展

展

開

30

分 

 

 

 

 

○打楽器の音の組合せや重ね方、つ

なげ方を工夫して３人一組で音

楽をつくる。 

・３人一組のグループに分かれ（一

グループのみ４人一組）、どんな

楽器を使うか試して決める。 

・ミニホワイトボード上でマグネッ

ト式のカード㋐～㋓を操作しな

がら、楽器の組合せや重ね方、つ

なげ方を工夫して「中」の部分を

つくる。 

 

・工夫したことを３人（４人）で１

枚のミニホワイトボードに書き

込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幾つかのグループがつくった音楽

を全体で発表し聴き合う。 

 

 

 

 

・聴き合ってみていいなと思った楽

器の組合せや重ね方、つなげ方を

取り入れながら「中」の部分を完

成させる。 

 

 

 

 

 

 

・音楽室内に、材質ごとに楽器

を並べておく。 

 

・グループごとにワークシート

を貼ったミニホワイトボード

１枚、㋐～㋓のカードを３組

ずつ（４人グループは４組ず

つ）配布する。つくっていて

カードが足りないグループに

は追加で配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・音色や音の特徴を生かした

楽器の組合せや、音楽の仕

組みを生かした重ね方やつ

なげ方をしているグループ

を取り上げて発表させるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打楽器の音の組合せや重ね方、つなげ方を工夫して 

「中」の部分の音楽をつくろう。 

【予想される児童の工夫の例】 

・木の楽器だけを使って響きにまとまりを出しました。 

・いろいろな材質の楽器を使って、音色に違いが出るようにしま

した。 

・㋒のカードをくりかえすようにつなげ、その後に３人一緒に㋓

のカードを演奏して、盛り上がった後に落ち着くようにしまし

た。 

・カスタネットで㋐のカードを演奏した後にタンブリンで㋑のカ

ードを演奏して、「呼びかけとこたえ」になるようにしました。 
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ま
と
め
５
分 

・気付いたことや分かったことにつ

いて振り返りをワークシートに

書く。 

・楽器の音の組合せや音のつ

なげ方、重ね方を工夫して

わかったことについて何人

かの児童に発表させる。 

思① 音色、音の重な

り、音楽の縦と横との

関係を聴き取り、それ

らの働きが生み出す

よさや面白さ、美しさ

を感じ取りながら、聴

き取ったことと感じ

取ったこととの関わ

りについて考え、音を

音楽へと構成するこ

とを通して、どのよう

に全体のまとまりを

意識した音楽をつく

るかについて思いや

意図をもっている。 

 

 

(3) 板書計画  

ホワイトボード 

 

めあて 打楽器の音の組合せや重ね方、つなげ方を工夫して「中」の部分の音楽をつくろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （始め） 

 

 

（中） 

◁  ▷ 

 ◁  ▷ 

 ◁ ▷ 

（終わり） 

 

 

クラベス 

ジャンベ 

すず 

 

黒板 

＜ルール＞ 

①「始め」と「終わり」の部分は三人が同じカードを１枚選び、

一緒に演奏する。 

②「中」の部分は４種類のカードを自由に組み合わせてつくる。 

③㋐～㋓の４種類のカードのうち３種類以上を使う。 

④１枚のカードは４拍とする。 

＜話し合いの順番＞ 

①どの楽器を使うか、みんなで試

して決める。 

②「中」の部分を、横につなげた

り、たてに重ねたりしてつくる。 

 

くりかえして

つなげた。 

 

ちがう材しつの楽器

にして、それぞれの

音色が目立つように

した。 

 

学習の 

キーワード 

音色  

音の重なり 

音楽の縦と横

との関係 

みんなでいっしょ

に音を重ねた。 

もり上がってから落

ち着くようにした。 
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壁の掲示物（いろいろなつなげ方や重ね方の例を図で表したもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 授業観察の視点 

ア スモールステップでの授業展開は児童に達成感をもたせるために有効であったか。 

イ マグネット式の図形のカードやミニホワイトボード、いろいろなつなげ方や重ね方を示した

掲示物は、学習の過程を視覚的に捉えるために有効であったか。 

ウ グループ活動での対話的な学びが、児童の深い学びにつながっていたか。 

〈みんなでいっしょ〉 

ああああああああああああああああああああああああああああああああああ 

ああああああああああああああああああああああああああああああああああ 

ああああああああああああああああああああああああああああああああああ 

ああああああああああああああああああああああああああああああああああ 

 

 

 

〈だんだんふやす〉 

あああああああああああああ 

ああああああああああああああああああああ 

あああああああああああああああああああああああああああ 

ああああああああああああああああああああああああああああああああああ 

 

 

 

〈だんだんへらす〉 

あああああああああああああ 

ああああああああああああああああああああ 

あああああああああああああああああああああああああああ 

ああああああああああああああああああああああああああああああああああ 

 

 

 

〈つなぐ〉 

ああああああああ 

ああああああああ 

ああああああああ 

ああああああああ 

 

 

 

〈追いかける〉 

ああああああああああああ 

ああああああああああああ 

ああああああああああああ 

ああああああああああああ 

 

 

 

〈呼びかけとこたえ〉 

 

ああああ  ああ あああ  あああああああ  ああ 

ああああ  ああああああああ  ああ  あああ ああああああ  ああ 

 

 

 

 


